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生
活
圏
で
の
出
没
事

例
の
有
無
は
。

　
　
　
今
年
は
ク
マ
の
エ
サ

と
な
る
ブ
ナ
の
実
な
ど
が
不

作
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全

国
的
に
人
の
生
活
圏
に
ク
マ

が
出
没
す
る
事
例
が
数
多
く

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
町
で
も
農
地
、
町
道
沿
い

な
ど
、
生
活
圏
に
隣
接
し
た

場
所
で
の
目
撃
情
報
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
四
日
市

地
区
、
新
町
地
区
、
田
代
地

区
な
ど
、
町
中
心
部
に
お
け

る
出
没
や
目
撃
情
報
が
例
年

よ
り
多
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。 議

員
町
長

　
　
　
通
学
路
や
高
齢
者
の

生
活
圏
に
お
け
る
見
守
り
体

制
の
強
化
は
。

　
　
　
通
学
路
付
近
で
ク
マ

の
出
没
情
報
が
あ
っ
た
際
に

は
、
速
や
か
に
教
育
委
員
会

と
情
報
共
有
し
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、
警
察
と
も
連
携
し
登
下

校
時
の
見
回
り
巡
回
を
強
化

し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
生
活
圏
に
お
い

て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

等
と
情
報
共
有
を
図
り
、
訪

問
活
動
時
に
呼
び
か
け
を
行

う
な
ど
相
互
の
見
守
り
に
よ

る
注
意
喚
起
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。

議
員

町
長

　
　
　
実
施
し
て
い
る
ク
マ

対
策
の
内
容
と
効
果
は
。

　
　
　
広
報
６
月
号
に
特
集

記
事
を
掲
載
し
た
ほ
か
、
日

常
生
活
に
お
け
る
ク
マ
に
対

す
る
注
意
点
を
記
載
し
た
チ

ラ
シ
を
、
10
月
と
11
月
の
２

回
全
戸
配
布
し
注
意
喚
起
を

図
っ
て
き
た
。

　
藪
の
刈
払
い
整
備
は
ク
マ

を
人
里
へ
近
づ
け
さ
せ
な
い

た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
必

要
で
あ
る
が
、
場
所
の
選
定
、

土
地
所
有
者
と
の
調
整
な
ど

実
施
に
向
け
た
課
題
の
整
理

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
環
境

整
備
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員

町
長

一般質問

竹
たけ

花
はな

　結
ゆい

 議員

問

答

ク マ 対 策 へ の 対 応 は

更 な る 安 全 対 策 を 検 討

ク
マ
の
出
没
状
況
は

今
後
の
安
全
対
策
強
化

対
策
の
内
容
と
効
果

町内に出没したクマ

　
　
　
ア
カ
マ
ツ
の
松
く
い

虫
被
害
の
状
況
は
。

　
　
　
７
月
に
情
報
提
供
が

あ
り
、
同
日
県
へ
報
告
し
た
。

９
月
に
松
く
い
虫
被
害
と
確

認
さ
れ
、
現
在
明
確
に
感
染

が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
こ

の
冬
部
地
区
の
１
本
の
み
で

あ
る
。

　
そ
の
後
、
く
ず
ま
き
テ
レ

ビ
等
で
情
報
提
供
を
呼
び
掛

け
た
と
こ
ろ
、
他
地
区
で
被

害
の
疑
い
の
あ
る
木
が
あ
る

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
現
在
、
県
に
調
査
を
依
頼

し
て
お
り
、
調
査
結
果
は
年

明
け
に
出
る
予
定
で
あ
る
。

議
員

町
長

　
　
　
被
害
木
は
い
つ
伐
採

す
る
予
定
か
。

　
　
　
松
く
い
虫
の
被
害
木

は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
の
活
動
が
収
ま
る
概
ね
10

月
以
降
か
ら
、
羽
化
脱
出
す

る
６
月
ま
で
の
間
に
被
害
木

を
駆
除
す
る
よ
う
県
か
ら
指

導
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
駆
除
に
あ
た
っ
て

は
、
岩
手
県
松
く
い
虫
等
防

除
技
術
専
門
員
の
い
る
業
者

に
委
託
し
て
行
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

　
現
在
調
査
中
で
あ
る
被
害

が
疑
わ
れ
る
ア
カ
マ
ツ
の
結

果
を
待
ち
、
被
害
が
確
定
し

た
の
ち
、
駆
除
作
業
を
実
施

し
た
い
。

議
員

町
長

問

答

松 く い 虫 の 被 害 と 対 策 は

関 係 機 関 と 連 携 し て 対 応

一般質問

町
内
の
被
害
状
況
は

町
民
等
へ
の
情
報
提
供

松くい虫被害の疑いがある木

姉
あね

帯
たい

　春
はる

治
じ

 議員

　
　
　
今
後
の
松
く
い
虫
対

策
は
。

　
　
　
松
く
い
虫
の
防
除
は
、

当
町
の
み
で
対
策
を
講
じ
て

も
近
隣
市
町
村
で
の
感
染
が

収
ま
ら
な
け
れ
ば
被
害
が
再

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

県
や
近
隣
市
町
村
、
関
係
団

体
等
と
連
携
を
密
に
し
、
発

生
抑
制
、
早
期
発
見
、
早
期

駆
除
に
取
り
組
み
、
広
域
的

な
感
染
防
止
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

　
併
せ
て
、
松
く
い
虫
被
害

は
雪
害
木
や
風
倒
木
な
ど
、

弱
っ
た
マ
ツ
が
感
染
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

定
期
的
な
山
林
巡
視
を
行
い

な
が
ら
、
適
期
、
適
正
な
除

議
員

町
長

　
　
　
町
民
や
森
林
所
有
者

へ
の
情
報
提
供
は
。

　
　
　
町
で
は
松
く
い
虫
発

生
の
情
報
提
供
を
受
け
く
ず

ま
き
テ
レ
ビ
等
で
被
害
発
生

の
お
知
ら
せ
と
感
染
が
疑
わ

し
い
木
に
つ
い
て
情
報
提
供

を
お
願
い
す
る
呼
び
か
け
を

行
っ
た
。

　
今
後
も
予
防
対
策
な
ど
周

知
し
な
が
ら
被
害
拡
大
防
止

に
努
め
る
。

議
員

町
長

間
伐
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
森

林
組
合
、
森
林
所
有
者
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

※松くい虫被害とは
…正式名称は「マツ材線虫病」
であり、「マツノザイセンチュ
ウ」という体長約１ミリメート
ルの線虫によって松が枯れる伝
染病。
　マツノザイセンチュウが寄生
したマツノマダラカミキリが松
の枝の皮を食べた際、その傷口
から線虫が進入して松の組織が
破壊され、松が水を吸えなくな
ることにより、枯れてしまう。
　線虫自体は木から木へ移動す
ることはできないが、線虫に寄
生されたマツノマダラカミキリ
が飛翔分散して周囲の松に線虫
を運ぶことで感染し、被害が拡
大していく仕組みとなっている。

　
　
　
猟
友
会
や
警
察
と
の

連
携
強
化
、
緊
急
銃
猟
体
制

の
整
備
は
。

　
　
　
ク
マ
対
策
の
専
門
家

で
あ
る
町
猟
友
会
と
治
安
維

持
を
担
う
警
察
と
の
連
携
は

不
可
欠
で
あ
り
、
緊
急
時
の

対
応
手
順
は
も
と
よ
り
、
定

期
的
な
情
報
交
換
、
ク
マ
出

没
情
報
の
共
有
、
対
策
区
域

の
確
認
な
ど
平
時
に
お
け
る

準
備
を
万
全
に
し
て
い
き
た

い
。

　
緊
急
銃
猟
は
９
月
１
日
か

ら
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
人

の
生
活
圏
に
危
険
鳥
獣
が
侵

入
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
な

ど
、
一
定
の
条
件
の
も
と
、

市
町
村
長
の
判
断
で
銃
猟
に

よ
る
緊
急
捕
獲
が
可
能
と

な
っ
た
。

　
制
度
改
正
以
降
、
緊
急
銃

猟
に
該
当
す
る
事
案
は
無
い

が
、
い
つ
発
生
し
て
も
即
時

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
緊
急
銃

猟
の
た
め
の
盾
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
等
の
備
品
の
整
備
を
進
め

る
予
定
で
あ
る
。

議
員

町
長

クマによるラップサイレージの被害

町内のクマ出没状況と被害件数

　 出没件数 被害件数
５年度 25 56
６年度 16 35
７年度 51 86

※７年度は１月８日時点での件数
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毎
週
火
曜
日
の
コ
ロ

ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
混
雑
時
に
お
け

る
今
後
の
病
院
の
対
応
は
。

　
　
　
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
の
状
況

を
踏
ま
え
、
病
院
内
と
関
係

課
と
の
協
議
に
よ
り
、
原
則

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
後

４
時
ま
で
の
受
付
で
予
防
接

種
、
診
療
の
対
応
を
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
10
月
７
日
か
ら
12

月
23
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

は
、
通
常
午
後
４
時
ま
で
の

受
付
を
、
予
防
接
種
に
限
り

午
後
６
時
ま
で
時
間
を
延
長

し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
周
知
に
つ
い
て
は
、
く
ず

ま
き
テ
レ
ビ
、
ラ
イ
フ
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
で
広
く
周
知
し

て
い
る
。

　
一
方
で
、
こ
の
周
知
内
容

を
毎
週
火
曜
日
し
か
予
防
接

議
員

町
長

一般質問

山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

種
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な

い
と
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
方
が
中

に
は
お
り
、
毎
週
火
曜
日
の

夕
方
に
予
防
接
種
の
希
望
者

が
集
中
し
、
混
雑
し
て
い
る

と
の
報
告
も
受
け
て
い
る
。

　
改
め
て
、
葛
巻
病
院
で
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
火

曜
日
を
除
く
診
療
日
に
午
後

４
時
ま
で
の
受
付
で
予
約
が

無
く
て
も
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
12
月
23
日

ま
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
限

り
予
防
接
種
は
午
後
６
時
ま

で
受
付
を
延
長
し
対
応
し
て

い
る
。

　
救
急
搬
送
や
救
急
患
者
な

ど
に
よ
る
対
応
で
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
も
あ
る
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
都
合
の
良
い

日
時
に
来
院
さ
れ
て
、
混
雑

を
避
け
た
予
防
接
種
を
受
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

答

ワ ク チ ン 接 種 の 対 応 は

火 曜 日 以 外 も 対 応

　
　
　
８
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
規
模
と
主
な
新
規
事

業
の
見
通
し
は
。

　
　
　
予
算
編
成
方
針
の
中

で
の
試
算
で
は
、
約
70
億
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
７
年
度
対
比
で
２
億
円
の

増
加
と
な
る
が
、
人
件
費
、

公
債
費
の
増
に
加
え
物
価
上

昇
に
伴
い
官
公
需
に
適
切
な

価
格
転
嫁
が
必
要
と
な
る
。

議
員

町
長

　
　
　
北
岩
手
・
北
三
陸
横

断
広
域
道
路
（
北・北
道
路
）

整
備
に
係
る
進
捗
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

　
　
　
平
成
30
年
に
期
成
同

盟
会
設
立
以
降
、
総
会
・
決

起
集
会
開
催
の
ほ
か
、
国
・

県
を
始
め
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
等
に
要
望
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

　
３
年
６
月
に
県
が
策
定
し

た
新
広
域
道
路
交
通
ビ
ジ
ョ

ン
と
新
広
域
道
路
交
通
計
画

で
、
北
・
北
道
路
が
構
想
路

線
に
位
置
づ
け
さ
れ
、
４
年

度
か
ら
調
査
業
務
に
着
手
。

議
員

町
長

　
　
　
当
町
の
自
主
財
源
比

率
は
25
㌫ 

県
平
均
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
。
そ
の
向

上
対
応
策
は
。

　
　
　
地
方
自
治
の
根
幹
を

な
す
自
主
財
源
は
税
金
で
あ

り
、
そ
の
確
保
が
最
も
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
拡

充
に
よ
る
寄
付
金
の
確
保
、

効
率
的
な
運
用
に
よ
る
町
有

財
産
の
財
産
収
入
な
ど
多
面

議
員

町
長

　
　
　
６
年
度
末
基
金
残
高

は
、
60
億
６
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
有
効
活
用

策
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　
財
政
調
整
基
金
は
社

会
情
勢
の
変
化
や
自
然
災
害

な
ど
不
測
の
事
態
に
備
え
る

財
源
と
し
て
、
標
準
財
政
規

模
の
20
㌫
を
、
町
債
減
債
基

金
は
起
債
残
高
の
減
少
と
将

来
負
担
軽
減
策
の
繰
り
上
げ

償
還
の
財
源
と
し
て
、
地
方

債
借
入
残
高
の
10
㌫
を
目
安

に
積
み
立
て
て
い
る
。

　
地
域
づ
く
り
振
興
基
金
は

人
口
減
少
対
策
や
地
方
創
生

事
業
等
の
財
源
と
し
て
、
基

金
を
取
り
崩
し
て
活
用
す
る

と
と
も
に
剰
余
金
等
を
積
み

立
て
て
い
る
。

　
公
共
施
設
等
整
備
基
金
は

病
院
建
設
事
業
等
の
大
規
模

事
業
の
財
源
の
ほ
か
庁
舎
等

建
設
事
業
で
有
利
な
充
当
財

議
員

町
長

柴
しば

田
た

　勇
いさ

雄
お

 議員

一般質問

北
・
北
道
路
の
進
捗
状
況

自
主
財
源
比
率
向
上
策

主
要
４
基
金
の
活
用
策

諸
物
価
上
昇
に
伴
う

官
公
需
に
価
格
転
嫁

期成同盟会総会・決起集会

　
６
年
度
に
は
県
と
の
意
見

交
換
で
本
路
線
整
備
の
優
先

区
間
と
し
て
「
小
屋
瀬
～
茶

屋
場
」
間
が
設
定
さ
れ
た
。

　
今
年
９
月
の
意
見
交
換
で

優
先
区
間
の
う
ち
、
渋
谷
地

か
ら
九
蔵
坂
を
結
ぶ「
仮
称・

小
屋
瀬
道
路
」
の
予
備
設
計

に
入
る
と
の
説
明
が
あ
り
、

翌
月
設
計
業
務
の
委
託
契
約

が
完
了
し
て
い
る
。

　
今
後
の
整
備
見
通
し
は
優

先
区
間
の
一
部
予
備
設
計
業

務
発
注
済
み
等
か
ら
今
後
の

本
格
事
業
化
に
向
け
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

問

答

新 年 度 一 般 会 計 予 算 規 模 は

現 時 点 で 70 億 円 規 模 に

ワクチン予防接種

的
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
自

主
財
源
の
確
保
を
図
る
。

源
が
な
い
事
業
の
財
源
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
大
規
模
事

業
に
係
る
地
方
債
の
償
還
財

源
と
し
て
蓄
え
て
き
た
が
、

既
に
大
型
事
業
の
元
利
償
還

が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
は

取
り
崩
し
て
活
用
し
て
い
く

こ
と
か
ら
、
基
金
は
年
々
減

少
見
込
み
と
な
る
。

予
防
接
種
の
実
施
状
況

町の予防接種助成
＊１月31日までの接種が対象
◆対象者
①高齢者など
　・65歳以上の方
　・60歳から64歳で身障手帳１級の方
②子ども、その保護者など
　・０歳から高校３年生まで
　・１歳未満の子どもの保護者
◆助成額
　・インフルエンザ　3,000円
　（２回接種の子どもは5,500円）
　・新型コロナウイルス　13,500円
　（２回接種の子どもは26,500円）
※子ども、その保護者には、くずまき商品券で助成


